
R5

現状値 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 目標値

障がい及び障が
いのあるかたへ
の理解啓発に関
する各種啓発事
業（障がいの理
解講座や研修、
出前講座等）の
開催回数

＜単位：回＞

○障がいの理解講座や研修の実施
・令和2年度から、手話が言語で
あることの普及及び障がいの特性
への理解と特性に応じた意思疎通
手段について理解を深めるため、
保育所、小・中学校を訪問する出
前講座や、市職員を対象とした研
修を実施しました。
【保育所等訪問件数】17件
【職員研修回数】12回

○民間事業者への意識啓発の促進
・障害者差別解消法についての意
識啓発を促進し、民間事業者にお
ける合理的配慮の提供を支援する
ため、出前講座を実施しました。
【実施回数】2回

24 31 119.2% 26

・現状値である令和5年度の啓
発事業などの回数24回と比較し
て、7回増となっており、目標
値を超えるものとなっていま
す。
・令和6年度は、保育所等訪問
を17回、職員研修を12回、民間
事業者向けの出前講座を2回実
施しました。
・目標とする指標に対する取組
は、順調に実施できていること
から、取組を継続するととも
に、引き続き、学生など若い世
代等に向けた意識啓発を実施し
ていく必要があります。

令和 7年度も引き続
き、地域における講座
や研修等を通じて、障
がいのあるかたへの正
しい理解や差別の解消
に向けた意識啓発に取
り組みます。

成年後見人等を
必要とする障が
いのあるかたへ
の 支 援 に つ い
て、地域で検討
を行う体制が構
築されている圏
域数

＜単位：圏域＞

○成年後見制度の利用促進
・基幹相談支援センターに精神保
健福祉士、保健師、社会福祉士
（兼務）の専門職を配置し、相談
機能の強化を図ったほか、関係機
関との緊密な情報共有による連携
の強化を図りました。
・認知症など判断能力の不十分な
方の金銭管理や法律行為などのた
め、成年後見制度を利用できるよ
う支援しました。
【権利擁護に関する相談件数】
　247件

5 5 100.0% 5

・現状値である令和5年度の圏
域数5圏域が令和6年度も維持さ
れ、本市において地域で検討を
行う体制が確保されています。
・令和6年度は、毎月1回、5つ
の圏域をそれぞれ担当する委託
相談支援事業所が一堂に会し情
報共有の場を開催したほか、各
圏域において、毎月ケース検討
や勉強会等を行う圏域会議に参
加しました。
・目標とする指標に対する取組
は、概ね順調に実施できている
ことから、取組を継続するとと
もに、引き続き成年後見制度の
周知 を図っていく必要があり
ます。

令和 7年度も引き続
き、目標である5圏域
の委託相談支援事業所
との情報共有の場を設
けるとともに、「圏域
会議」への参加を通じ
て、成年後見制度の利
用促進に向け、地域で
検討を行う体制の確保
に努めます。

成年後見制度の
利用に係る市長
申立てを行った
件数

＜単位：件＞

○成年後見制度の利用支援
・知的障がいや精神障がい等の理
由で成年後見の申立てを必要とす
るが、身寄りがなく、申立てがで
きる親族のいない障がいのあるか
たについて、市長が申立てを行い
ました。
【申立件数】
　6件（精神1件、知的5件）

6 6 100.0% 6

・現状値である令和5年度の市
長申し立て件数6件と令和6年度
は同数となっており、支援を必
要とする方への支援が実施され
ています。
・令和6年度は、成年後見制度
の利用支援のため、成年後見の
申し立てを行いました。
・目標とする指標に対する取組
は、概ね順調に実施できている
ことから、取組を継続するとと
もに、引き続き成年後見制度の
周知 を図っていく必要があり
ます。

目標値の6件の維持を
目指し、令和7年度も
引き続き、成年後見の
申し立てや後見人の報
酬助成を通じて、成年
後見制度の利用を支援
します。

今後の対応
R10

青森市障がい者総合プラン　令和６年度フォローアップ総括表（指標）

達成状況及び課題指標の説明 令和6年度の主な取組の内容
R6 R7 R8 R9

章・節・目標とする指標

第１章　障がい・障がい者への理解
　　　　促進及び権利擁護の推進

１　障がいに対する理解の促進

啓発事業などの開催回数

地域で検討を行う体制が構築されてい
る圏域数

市長申立て件数

２　権利擁護の推進

※新規

※市総合計画と同

※新規

資料１

※前プランと同じ
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R10

青森市障がい者総合プラン　令和６年度フォローアップ総括表（指標）

達成状況及び課題指標の説明 令和6年度の主な取組の内容
R6 R7 R8 R9

章・節・目標とする指標

資料１

障がいのあるか
たからの相談実
人数（障害者相
談支援事業、障
害児等療育支援
事業、精神保健
福祉相談事業）

＜単位：人＞

○基幹相談支援センターの設置
○地域の相談支援体制の強化・充
実
○専門職による一貫した相談支援
の推進
○青森市障がい者自立支援協議会
の取組の推進
○精神障がいにも対応した地域包
括ケアシステムの推進
○障がい者相談員の活動の推進
○ピアサポーターの養成
○精神保健福祉に関する相談支援
体制の確保
○自殺予防対策の推進
○ひきこもり等の支援
【令和6年度相談実績】1,568人
　（内訳）
　 障害者相談支援事業1,193人
　 障害児等療育支援事業163人
　 精神保健福祉相談事業212人

1,648 1,568 94.2% 1,664

・現状値である令和5年度の障
がい者福祉に関する相談数
1,648人と比較し、80人減少し
ました。これは、市の相談窓口
に加え、県精神保健福祉セン
ターの「こころの電話」等、他
の相談窓口の充実により相談が
分散したためと考えられ、この
結果、措置入院者数等の減少に
もつながりました。
・目標とする指標に対する取組
は、概ね順調に実施できている
ことから、取組を継続するとと
もに、複雑な支援が必要なケー
スの増加により、引き続き地域
の相談支援体制の強化を図って
いく必要があります。

目標値の1,664人を目
指し、令和7年度も引
き続き、委託相談支援
事業所と協働し、総合
的・専門的な相談支援
の実施及び地域の相談
支援体制の強化を図り
ます。

委託相談支援事
業所が毎月開催
する圏域会議の
実施率

＜単位：％＞

○福祉人材の確保
○相談支援専門員の育成
・市内5箇所の委託相談支援事業
所との協働により、本市を5つの
地域に区分けした圏域毎に、ケー
ス検討、勉強会及び情報交換等を
実施し、相談支援専門員の質の向
上に努めました。
【圏域会議開催回数】
　60回（5圏域×月1回×12か月）

100.0 100.0 100.0% 100.0

・現状値である令和5年度の委
託支援事業所が毎月開催する圏
域会議の実施率100％が令和6年
度も維持されており、人材育成
の取組が確保されています。
・令和6年度は、5つ圏域ごとに
毎月1回、合計60回圏域会議が
開催され、ケース検討や勉強会
等を実施しました。
・目標とする指標に対する取組
は、概ね順調に実施できている
ことから、取組を継続するとと
もに、引き続き本市の相談支援
体制の強化を図っていく必要が
あります。

目標値の100％の維持
に向けて、令和7年度
も引き続き、市内5個
所の委託相談支援事業
所との協働により、圏
域会議におけるケース
検討等を通じて、相談
支援専門員の育成・質
の向上を図ります。

委託相談支援事
業所が開催する
圏域会議への相
談支援事業所の
参加率

＜単位：％＞

○福祉人材の確保
○相談支援専門員の育成
・市内5箇所の委託相談支援事業
所との協働により、本市を5つの
地域に区分けした圏域毎に、ケー
ス検討、勉強会及び情報交換等を
実施し、相談支援専門員の質の向
上に努めました。
【圏域会議開催回数】
　60回（5圏域×月1回×12か月）

71.0 79.6 112.1% 増加

・現状値である令和5年度の委
託相談支援事業所が開催する圏
域会議への相談支援事業所の参
加率
71.0％と比較して、8.6ポイン
ト増加しており、一定の進捗が
見られています。
・令和6年度は、5つ圏域ごとに
毎月1回、合計60回圏域会議が
開催され、ケース検討や勉強会
等を実施しました。
・目標とする指標に対する取組
は、概ね順調に実施できている
ことから、取組を継続するとと
もに、引き続き本市の相談支援
体制 の強化を図っていく必要
があります。

目標の参加率の増加に
向けて、令和7年度も
引き続き、市内5個所
の委託相談支援事業所
との協働により、圏域
会議におけるケース検
討等を通じて、相談支
援専門員の育成・質の
向上を図ります。
また、基幹相談支援セ
ンターの取組の一環と
して相談支援事業所連
絡会を開催し、研修会
等を通じた人材育成を
行います。

相談支援事業所の人材育成に向けた取
組の実施率

障がい者福祉に関する相談者数

第２章　地域生活支援の充実

１　生活支援の充実

２　人材育成と確保

※前プランと同じ

※新規
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R10

青森市障がい者総合プラン　令和６年度フォローアップ総括表（指標）

達成状況及び課題指標の説明 令和6年度の主な取組の内容
R6 R7 R8 R9

章・節・目標とする指標

資料１

共 同 生 活 援 助
（グループホー
ム）の一月当た
りの利用者数

＜単位：人＞

○障害福祉サービスの充実
○難病患者等への相談支援
○地域生活支援拠点の充実
○強度行動障がい者への支援体制
の強化
○住宅セーフティネット制度によ
る居住支援
○青森市障がい者自立支援協議会
の取組の推進
○移送サービスによる支援
○外出介護サービスによる支援
○外出時の移動の支援

360 408 83.4% 489

・現状値である令和5年度の共
同生活援助の利用者数360人と
比較して、48人増となってお
り、一定の進捗が見られていま
す。
・国の基本指針において施設か
ら地域への移行を進めることを
基本としており、共同生活援助
は、地域生活への移行者の受け
皿となることから、今後も増加
傾向が続くものと見込んでいま
す。

目標値の489人に向け
て、令和7年度も引き
続き、本人の意向を尊
重しながら、障害者支
援施設をはじめとする
各サービス提供事業者
及び相談支援事業者と
の連携により目標達成
を目指します。

保健師による産
婦への訪問指導
した割合

＜単位：％＞

○疾病等の予防及び早期治療や障
がいの早期発見等の取組の推進
・障がいの原因となりうる疾病等
の予防及び早期治療や障がいの早
期発見のため、4か月児健康診
査、7か月児健康診査、1歳6か月
児健康診査、3歳児健康診査、新
生児聴覚検査を実施しました。
・死亡リスクが下がることが科学
的に証明されている胃がん検診、
大腸がん検診、肺がん検診、子宮
頸がん検診、乳がん検診を実施し
ました。
・早期に骨量減少を発見するため
に骨粗鬆症検診を実施しました。
・歯の喪失を予防するために歯周
疾患検診を実施しました。

100.0 98.9 98.9% 100.0

・現状値である令和5年度の実
施率に比べ、1.1％減少したも
のの、98.9％と高い実施率を維
持しています。
・産婦への指導は、訪問での実
施のほか、本人の希望等により
電話による指導も実施してお
り、全ての産婦に対し実施しま
した。
・目標とする指標に対する取組
は概ね順調に実施できているこ
とから、取組を継続するととも
に、引き続き、すべての産婦の
訪問指導を実施することで適切
な支援につなげていく必要があ
ります。

令和 7年度も引き続
き、全ての産婦に訪問
指導を実施し、疾病の
予防や早期発見に努
め、安心して出産・子
育てができるよう支援
していきます。

幼稚園、保育所
等の障がいのあ
る子どもの受入
れを「教育・保
育 施 設 等 情 報
フ ァ イ ル （ 市
ホ ー ム ペ ー
ジ）」に明記し
ている施設の割
合

＜単位：％＞

○インクルーシブ保育システムの
推進
・障がい児保育事業・ふれあい保
育事業・医療的ケア児保育支援事
業を実施した施設に対し補助金を
交付しました。
【事業実施箇所数及び対象児童
数】
　障がい児保育　　17箇所  31人
　ふれあい保育　　39箇所 133人
　医療的ケア児保育 3箇所   9人

43.2 45.2 104.6% 増加

・現状値である令和5年度の障
がい児の受入体制のある教育・
保育施設の割合と比較して、
2.0％増となっており、一定の
進捗が見られています。
・令和6年度も引き続き、障が
い児保育事業・ふれあい保育事
業・医療的ケア児保育支援事業
を実施した施設に対し補助金を
交付しました。
・目標とする指標に対する取組
は、概ね順調に実施できている
ことから、取組を継続するとと
もに、引き続き、各教育・保育
施設に対して、インクルーシブ
保育システムの推進を促してい
く必要があります。

目標値の前年度からの
増加に向けて、令和7
年度も引き続き障がい
児保育事業・ふれあい
保育事業・医療的ケア
児保育支援事業を実施
した施設に対し補助金
を交付します。

共同生活援助の利用者数

３　地域生活支援サービスの充実

４　保健・医療の充実

第３章　教育の充実及び自立した
　　　　生活の支援

１　教育・保育におけるインクルー
　　シブの推進

産婦の訪問指導実施率

障がい児の受入体制のある教育・保育
施設の割合

※新規

※前プランと同じ

※新規
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R10

青森市障がい者総合プラン　令和６年度フォローアップ総括表（指標）

達成状況及び課題指標の説明 令和6年度の主な取組の内容
R6 R7 R8 R9

章・節・目標とする指標

資料１

関係機関による
医療的ケア児支
援のための会議
の開催数

＜単位：回＞

○医療的ケア児への支援体制の充
実
・青森圏域医療的ケア児支援体制
協議の場において、東青地区町村
や保健・医療・福祉等の関係機関
等と意見交換や課題の共有を行い
ました。
【協議の場の開催】4回

4 4 100.0% 4

・令和6年度は、青森圏域医療
的ケア児支援体制協議の場を4
回開催し、東青地区町村や保
健・医療・福祉等の関係機関と
意見交換や課題の共有を行いま
した。
・引き続き青森圏域医療的ケア
児支援体制協議の場を開催し、
関係機関等との連携を強化して
切れ目のない支援に努めます。
あわせて、個別ケースの具体的
な支援内容を検討し、医療的ケ
ア児とその家族が安心して生活
できるよう支援体制の充実を
図っていく必要があります。

令和7年度からは、こ
ども未来部に事務局を
移管し、子育て支援の
一環として開催するこ
とで、関係機関との連
携強化や情報共有を通
じた医療的ケア児への
支援体制のさらなる充
実を図ります。

障がい者雇用が
義務付けられて
いる民間企業の
従業員数に占め
る、障がいのあ
るかたの割合
［法定雇用率］
2024年4月～
　　　　　2.5％
2026年7月～
　　　　　2.7％

＜単位：％＞

○障がい者雇用の促進
・障がいのあるかたの雇用拡大を
図り、障害者雇用率の向上を目指
すため、障がいのあるかたの短期
職場実習（インターンシップな
ど）を実施した事業者へ、助成金
を交付しました。また、市内企業
に向け、障がいのあるかたの雇用
に対する理解や関心を深めるめ、
セミナーを開催しました。
【青森市障害者短期職場実習事業
等助成金の交付】 1件
【障がい者雇用促進セミナー開
催】3回

2.37 2.38 88.1% 2.70

・市内民間企業に対し、障がい
者雇用に関するセミナーや短期
職場実習（インターンシップ）
を対象とした補助金の交付を実
施した結果、民間企業における
障がい者の雇用率は年々上昇し
2.38％になったものの、障がい
者の法定雇用率も段階的に引き
上 げ ら れ て （ R5:2.3 ％ 、
R6:2.5％）いることから、目標
値を下回りました。

障害者法定雇用率の達
成に向け、令和7年度
も引き続き、事業主に
対するインターンシッ
プへの助成である短期
職場実習事業助成金の
交付や、障がいのある
かたの雇用への理解や
関心を深める取組であ
る障がい者雇用促進セ
ミナーの開催を実施し
ます。

青森圏域医療的ケア児支援体制協議の
場の開催数

民間企業における障がい者の雇用率

３　雇用・就業の促進

○療育支援体制の充実
・児童福祉法に基づき、障がいの
ある児童が地域で安心して暮ら
し、成長・発達していけるよう、
障害児通所支援のサービスの提供
が行われました。
○成長段階に応じた切れ目のない
サービスの提供
・発達障がいや情緒障がいなど障
がいのある子どもや家族のニーズ
を把握し、専門相談機関や学校、
施設等との連携のもと、日常生活
上の支援、集団生活への適応のた
めの支援、社会との交流の促進な
ど、成長段階に応じた切れ目のな
い総合的なサービスの提供ガ行わ
れました。
【児童発達支援】
　延利用者数 4,980人
【放課後等デイサービス】
　延利用者数 12,853人
【保育所等訪問支援】
　延利用者数1,450人
【居宅訪問型児童発達支援】
　延利用者数 41人

障害児通所支援の利用者数

児童発達支援、
放 課 後 等 デ イ
サービス、居宅
訪問型児童発達
支援、保育所等
訪問支援の一月
当たりの利用者
数

＜単位：人＞

1,420 1,614

２　障がいのある子どもや家族への
　　支援の充実

・現状値である令和5年度の障
害児通所支援の利用者数1,420
人と比較して、194人増となっ
ており、一定の進捗が見られて
います。
・障害児通所支援の利用者数に
ついては、目標とする指標に対
し、概ね順調に推移していま
す。

目標値の2,274人に向
け、利用手続きを簡略
化するなど、令和7年
度も引き続き障害児通
所支援サービスの提供
体制を確保します。

2,27471.0%

※新規

※前プランと同じ

※市総合計画と同

※新規

※こども計画と同
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R5

現状値 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 目標値
今後の対応

R10

青森市障がい者総合プラン　令和６年度フォローアップ総括表（指標）

達成状況及び課題指標の説明 令和6年度の主な取組の内容
R6 R7 R8 R9

章・節・目標とする指標

資料１

生活介護、自立
訓練、就労移行
支援、就労継続
支援を行う事業
を通じて一般就
労に移行した人
数

＜単位：人＞

○障害福祉サービスによる支援
・就労を希望する障がいのあるか
たや通常の事業所で働くことが困
難な障がいのあるかた等に対し
て、生産活動やその他の活動の機
会を提供するほか、一般就労をす
る上で必要な知識や能力を向上さ
せるための訓練を行いました。ま
た、一般就労へ移行したかたに対
して、就労の継続を図るために必
要な助言及び関係機関との連絡調
整に努めました。
【延利用日数】
　就労移行支援事業　14,404日
　就労継続支援事業 262,942日
【延利用人数】
　就労移行支援事業　　 798人
　就労継続支援事業　14,397人
　就労定着支援事業　   413人

16 21 44.7% 47

・現状値である令和5年度の就
労移行支援事業等を通じて一般
就労に移行した人数16人と比較
して、5人増となっており、一
定の進捗が見られていますが、
目標値の47人に対して21人と達
成率は44.7％にとどまっていま
す。
・個々の障害特性に応じた支援
の難しさや、就労機会を提供で
きる企業の不足等が主な要因と
して考えられることから、目標
達成に向け、就労支援を行う専
門人材の育成・確保等の取組を
強化する必要があります。

目標値の47人に向け
て、令和7年度も引き
続き福祉施設利用者の
うち一般就労を希望す
る方へ適切な支援がで
きるよう、就労支援を
行う専門人材の育成・
確保、雇用側とのマッ
チング強化、就労後の
定着支援の充実に取り
組みます。

就労移行支援事業等を通じて一般就労
に移行した人数

４　スポーツ・文化芸術活動への
　　参加促進

障がい者のスポーツ施設利用者数

本 市 所 有 の ス
ポーツ施設にお
ける障がい者の
年間利用者数

＜単位：人＞

○スポーツ活動に親しめる環境づ
くり
・障がいのあるかたを対象とした
水泳教室を開催した。また、本市
所有のスポーツ施設において、筆
談アプリ（タブレット端末）等を
用意し、誰もが施設を利用しやす
い環境づくりに取り組みました。
さらに、障がいのある本市のス
ポーツ促進のための活動を幅広く
行う青森市スポーツ推進委員に、
障がい者スポーツや、レクリエー
ション競技を担当する委員を置
き、障がいのあるかたも含めた市
民のスポーツ活動の促進を図りま
した。
【身体障がい者水泳教室及び知的
障がい児者水泳教室の開催】37回
（内訳）
　身体障がい者水泳教室 19回
　知的障がい児者水泳教室 18回

6,540 5,040 44.3%

目標値の11,366人に向
けて、令和7年度も引
き続き、身体障がい者
水泳教室及び知的障が
い児者水泳教室の開催
や障がいのある方も参
加可能なスポーツイベ
ントへの委員派遣等を
通じて、スポーツ活動
に親しめる環境づくり
に取り組みます。

11,366

・現状値である令和5年度の障
がい者のスポーツ利用者数
6,540人と比較して、1,500人減
となっています。
・障がいのあるかたを対象とし
た水泳教室については、利用者
から御好評をいただいている
が、利用者が令和5年度と比較
し減少していることから、利用
者の増に向け、周知等に努めて
いく必要があります。
・本市所有のスポーツ施設にお
ける障がい者の年間利用者数に
ついても、令和5年度と比較し
減少しており、また、イベント
等を開催しているものの、障が
いのあるかたの参加が少ないこ
とから、利用者の増に向け、利
用・参加しやすい環境づくりの
推進や、周知等に努めていく必
要があります。

※新規

※前プランと同じ
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R5

現状値 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 目標値
今後の対応

R10

青森市障がい者総合プラン　令和６年度フォローアップ総括表（指標）

達成状況及び課題指標の説明 令和6年度の主な取組の内容
R6 R7 R8 R9

章・節・目標とする指標

資料１

パソコン教室や
体操教室、サー
クル活動等の障
がいのあるかた
やその家族等の
年間利用者数

＜単位：人＞

○交流機会の場の提供
・障がいのある方の社会参加の推
進と福祉の増進を図るため、青森
市総合福祉センターにおいて、障
がいのある方が誰でも気楽に利用
し、気軽に相談や親睦を深めるこ
とができるようパソコン教室の実
施やサークル活動・研修活動等へ
の場の提供等を行いました。
【利用者数】619件　7,764人

6,214 7,764 107.8% 7,200

・現状値である令和5年度の利
用者数6,214人と比較して、令
和6年度は7,764人と1,550人の
大幅な増加となっており、目標
値も上回るなど、顕著な進捗が
見られました。
・市総合福祉センター2階で
は、障がいのあるかたが誰でも
気軽に利用できるよう、パソコ
ン教室、体操教室、サークル活
動等の各種の活動の場を提供し
ており、令和6年度は年間619件
の活動が行われました。
・目標とする指標に対する取組
は着実に実施できていることか
ら、今後も継続して取り組むと
ともに、引き続き、障がいのあ
る方の社会参加の促進と福祉の
向上に向けて、交流機会の場の
さらなる充実を図る必要があり
ます。

令和7年度もさらなる
利用者数の増加に向
け、引き続き、多様な
障がいのある方が参加
しやすい環境づくりの
推進に取り組みます。

市総合福祉センター2階の障がい者等
の利用者数

第４章　安全・安心な生活環境の
　　　　整備

１　生活・住環境の整備

除雪ボランティア登録者数

青 森 市 ボ ラ ン
ティアポイント
制度における地
域 福 祉 サ ポ ー
ターの登録者の
うち「雪対策支
援」分野の活動
を希望する者の
数

＜単位：人＞

○除雪ボランティアの確保・育成
・地域福祉の担い手を確保するこ
とを目的に実施している「青森市
ボランティアポイント制度」につ
いて、地域福祉サポーターとして
雪対策支援活動をした方は、379
名（対前年比58名減）となりまし
た。
【地域福祉サポーター雪対策支援
活動者数】　379名

827 832 91.7%

目標値の907人に向け
て、令和7年度も引き
続きボランティアに関
する情報提供や地域に
おける講座・研修等を
通じて地域福祉を支え
る個人や団体の育成・
支援に取り組みます。

907

・現状値である令和5年度のボ
ランティア登録者数827人と比
較し、5人増となっており、一
定の進捗が見られています。
・令和6年度は、屋根の雪下ろ
し奉仕活動打ち合わせ会を開催
し、関係奉仕団体・企業と意見
交換等を行い、活動を円滑に実
施する意識啓発を実施しまし
た。
・また、青森市ボランティアセ
ンターにおいて広報誌「ボラン
ティアセンターＮＥＷＳ」を全
4回発行し、市内の小中学校や
支所、市民センターへ設置する
など、雪対策支援活動等に対し
てポイントを付与する「青森市
ボランティアポイント制度」の
普及啓発に取り組みました。
・目標とする指標に対する取組
は、順調に実施できていること
から、取組を継続するととも
に、引き続き、学生など若い世
代に向けた意識啓発を実施して
いく必要があります。

※新規

※新規

※雪対策計画と同
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R5

現状値 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 目標値
今後の対応

R10

青森市障がい者総合プラン　令和６年度フォローアップ総括表（指標）

達成状況及び課題指標の説明 令和6年度の主な取組の内容
R6 R7 R8 R9

章・節・目標とする指標

資料１

災害時に安否確
認や避難誘導等
の支援の対象と
なる障がい者の
うち避難支援等
関係者への情報
提供に同意した
人数の割合

＜単位：％＞

○関係者・関係機関と連携した避
難支援体制の強化
・「青森市避難行動要支援者避難
支援全体計画」（平成21年12月策
定、平成26年6月改訂）に基づ
き、個人情報の提供に同意した避
難行動要支援者について個別避難
計画を作成し、同意者をとりまと
めた名簿とともに地域の避難支援
等関係者に配付しました。(年2回
8月、3月）

9.7 9.5 73.1% 13.0

・現状値である令和5年度の同
意割合9.7％と比較して、0.2％
の減となっており、微減傾向に
あります。
・令和6年度は、障がい者団体
への避難行動要支援者避難支援
制度についての出前講座や、身
体・知的障がい者相談員研修に
おいて同制度についての説明を
行いました。
・また、新規で障がい者手帳取
得時に同制度を案内するパンフ
レットの配布を行い、必要に応
じて窓口で個別避難計画の作成
支援を行うほか、広報あおもり
等で広く制度の周知を図ってい
ます。
・障害のあるかたは災害時にお
いて、情報の入手や避難行動等
に支援が必要であることから、
引き続き避難支援体制の充実を
図る必要があります。

目標値の13.0％に向け
て、令和7年度も引き
続き出前講座等を活用
した制度の周知や、個
別避難計画の作成支援
等に取り組みます。

１　情報アクセシビリティの向上

２　安全・安心なまちづくりの推進

避難行動要支援者における障がい者の
同意割合

第５章　情報アクセシビリティの向
　　　　上及び意思疎通支援の充実

音声コード付記の推進

音声コードを付
記した市が作成
するリーフレッ
ト等の件数

＜単位：件＞

○音声コード付記の推進
・視覚障がいのあるかたへの情報
アクセシビリティの向上のため、
市が作成するリーフレット等の印
刷物への音声コードの付記につい
て、全課に対応依頼しました。

1 3 300.0% 増加

・現状値である令和5年度の音
声コードを付記した市作成リー
フレット等への音声コード付記
件数1件と比較して、令和6年度
は3件と2件の増加となってお
り、音声コード付記の取組につ
いて一定の進捗が見られまし
た。
・市では、視覚障がいのあるか
たの情報アクセシビリティ向上
を図るため、市作成リーフレッ
ト等への音声コード付記に努め
ることとしており、令和6年度
は全課に対して対応を依頼しま
した。
・目標とする指標に対する取組
は概ね実施できているものの、
現状では一部の課における限定
的な活用にとどまっています。
・音声コード付記は、視覚障が
いのあるかたの情報アクセシビ
リティ向上に資する有効な手段
であることから、今後も引き続
き、庁内における活用拡大を図
る必要があります。

令和7年度も音声コー
ド付記のさらなる件数
増加に向け、引き続
き、庁内への周知や活
用促進に取り組みま
す。

※前プランと同じ

※新規
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R5

現状値 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 目標値
今後の対応

R10

青森市障がい者総合プラン　令和６年度フォローアップ総括表（指標）

達成状況及び課題指標の説明 令和6年度の主な取組の内容
R6 R7 R8 R9

章・節・目標とする指標

資料１

手話通訳者、要
約筆記者の派遣
者数

＜単位：人＞

○手話通訳者や要約筆記者等の派
遣
・聴覚障がいや音声・言語機能障
がいのあるかた等の意思伝達の手
段を確保するため、各種手続きや
社会参加の場へ手話通訳者を派遣
しました。
【手話通訳者延派遣件数】
  1,352件

・聴覚障がいや音声・言語機能障
がいのあるかた等の意思の伝達の
手段を確保するため、話の内容を
その場で要約して文字にして伝え
る要約筆記者を派遣しました。
【要約筆記者延派遣件数】99件

1,601 1,451 89.5% 1,622

・現状値である令和５年度の意
思疎通支援者の派遣者数1,601
人と比較して、150人の減少と
なっており、目標値を下回りま
した。
・手話通訳者については、市に
おいて手話通訳者養成研修を継
続して実施しており、手話通訳
者の確保に努めています。ま
た、要約筆記者については、青
森県が実施する要約筆記者養成
研修の修了者に対し登録を求
め、要約筆記者の確保に努めて
います。
・意思疎通支援者の派遣者数に
ついては、派遣申込みの減少に
より派遣者数が減少しました
が、引き続き利用者のニーズに
応じたサービスの提供を確保し
ていく必要があります。

目標の1,622人に向け
て、令和７年度も引き
続き意思疎通支援者派
遣体制を確保します。

意思疎通支援者の派遣者数【再掲】

２　意思疎通支援の充実

目標の1,622人に向け
て、令和７年度も引き
続き意思疎通支援者派
遣体制を確保します。

意思疎通支援者の派遣者数

手話通訳者、要
約筆記者の派遣
者数

＜単位：人＞

○デジタル技術を活用した情報提
供の推進
・市ホームページでは、ウェブア
クセシビリティの確保と向上に取
り組んでいるほか、市政情報番組
「AomoLIVE」の画面上に手話通訳
者を配置し、番組内で放送する動
画に字幕を表示するなど障がいの
特性に配慮した情報提供に努めま
した。
○記者会見における手話通訳の実
施
・市政情報やイベント等をお知ら
せする市長記者会見において、手
話通訳者を配置し行うとともに、
YouTubeで動画を配信しました。
○遠隔による手話通訳の推進
・聴覚障がいのあるかたなど、音
声による会話が困難なかたが、遠
隔による手話通訳ができるよう、
市役所本庁舎と駅前庁舎にタブ
レット端末の設置を継続していま
す。

1,601 1,451 89.5% 1,622

・現状値である令和５年度の意
思疎通支援者の派遣者数1,601
人と比較して、150人の減少と
なっており、目標値を下回りま
した。
・手話通訳者については、市に
おいて手話通訳者養成研修を継
続して実施しており、手話通訳
者の確保に努めています。ま
た、要約筆記者については、青
森県が実施する要約筆記者養成
研修の修了者に対し登録を求
め、要約筆記者の確保に努めて
います。
・意思疎通支援者の派遣者数に
ついては、派遣申込みの減少に
より派遣者数が減少しました
が、引き続き利用者のニーズに
応じたサービスの提供を確保し
ていく必要があります。

※新規

※新規
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R5

現状値 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 実績値 達成率 目標値
今後の対応

R10

青森市障がい者総合プラン　令和６年度フォローアップ総括表（指標）

達成状況及び課題指標の説明 令和6年度の主な取組の内容
R6 R7 R8 R9

章・節・目標とする指標

資料１

・バリアフリー
資 料 貸 出 冊 数
（録音図書、点
字図書、大活字
本 、 さ わ る 絵
本）
・身体障がい者
等への郵送サー
ビスでの貸出冊
数
・青森県立盲学
校への貸出冊数

＜単位：冊＞

○録音図書・点字図書等の貸出や
朗読サービスの実施
・録音図書・点字図書等バリアフ
リー資料の収集と貸出に加えて、
図書館へ来館が困難な障がいのあ
るかたのための郵送サービス、青
森県立盲学校への貸出を行いまし
た。
【バリアフリー資料の貸出冊数】
　3,198冊
【郵送サービスの貸出冊数】
　78冊
【青森県立盲学校への貸出冊数】
　340冊

2,927 3,616 115.5% 3,132

・現状値である令和5年度のバ
リアフリー資料等の貸出冊数
2,927冊と比較して、689冊増と
なっており、一定の進捗が見ら
れています。
・令和6年度は、録音図書・点
字図書等のバリアフリー資料の
収集と貸出に加えて、図書館へ
来館が困難な障がいのあるかた
のための郵送サービス、青森県
立盲学校への貸出を行いまし
た。
・目標とする指標に対する取組
は、順調に実施できていること
から、取組を継続するととも
に、引き続き、専門機関との連
携及びボランティア団体と協働
して視覚障がいのあるかたなど
の読書環境の整備を推進してい
く必要があります。

令和7年度も引き続き
バリアフリー資料等の
収集・貸出を行い、視
覚障がいのあるかたな
どの読書環境の整備に
取り組みます。

バリアフリー資料等の貸出冊数

３　読書バリアフリーの推進

※新規

9


